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【評価コメント】 
 

日本人集団ゲノムシークエンスの Missing region における再マッピング解析などを行い、日

本人集団におけるmtDNA imputationやKIR imputationの実装、TopMedプロジェクトに参画しHLA 

imputationの実装に大いに貢献している。また、線形/非線形機械学習を比較実行し、線形-非線形

ハイブリッド型機械学習による日本人集団構造化の詳細な分類に成功するなど、国際的な活躍もめ

ざましく、研究計画を超えて大いに進捗している。肥満におけるPRS予測値が本土・琉球クラスタ

ー間で大きな偏りを示しているように、集団構造化による予測精度バイアスの存在があらためて浮

き彫りになっており、今後の解析により一層明確化していくと思われる。肥満の例では急激な環境

要因の変化の存在を指摘しているが、原因となり得ている環境変化を反映する臨床情報の同定なし

に、個別の補正による高精度予測ができるのかどうかが問われる。 
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